
C O N T E N T S

02
　特集　大崎市総合計画　市民意識調査の結果報告から

       大崎市のまちづくりをどう思いますか？ 

05　11 月は「大崎市民憲章」の制定月です

06　仙台･宮城 DC 情報　

08　おおさきインフォ＆ニュース 
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表紙の写真　大空へ飛び立つ

　　　　　（岩出山バルーンフェスティバル　写真は昨年）　

大崎の秋空を彩る
色鮮やかな熱気球
第23回　岩出山バルーンフェスティバル

　大きな球皮に温風をいっぱい詰め

込んで飛ぶ熱気球。暖かい空気は冷

たい空気より軽いという原理を利

用して、熱気球は空を飛びます。

　人類が始めて空を飛んだのは熱

気球でした。ライト兄弟が飛行

機の初飛行に成功した 1903 年より 120 年も早い

1783 年に、フランスで煙が昇る様子からヒントを

得たモンゴルフィエ兄弟が発明し、空に飛び立った

という記録が残されています。熱気球は人類初飛行

の栄誉を達成した最も古い「航空機」なのです。

　日本には、明治時代にガス気球が伝わりましたが

主に軍事用に利用され、スポーツとしての熱気球は

1969 年 9 月、京都のイカロス昇天グループと北海

道大学探検部による「イカロス 5 号」の飛行が始ま

りでした。

　全国でも屈指の広大なフライトエリアを誇り、奥

羽山脈から西風が流れ込む大崎平野では、その地形

や風などの気象条件を利用した熱気球が盛んです。

その要に位置する岩出山地域では 1986 年から毎年

「岩出山バルーンフェスティバル」が開催されていま

す。今年で 23回目を迎えるこのフェスティバルは、

日本気球連盟から公認を受けている全国 4か所の大

会の 1 つで、毎年全国から多数の参加があり、会場

の河川公園は色鮮やかな熱気球で埋めつくされます。

　熱気球の飛行は風に左右されるため、飛行は風の

ない早朝と夕方に行われます。

　熱気球がガスバーナーのごう音と共にどんどん離

陸する姿や色鮮やかな熱気球が空高く飛び立ってい

く様子は圧巻で、感動的です。

　皆さんもぜひ会場へ足をお運びください。きっと、

大空への憧れとロマンが広がることでしょう。　

※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。
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Iwadeyama　Balloon　Festival
11.22(Sat）、23(Sun）、24(Mon)　＊詳細は 6ページ


